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Braasch, 1989）．我が国に生息するオオイチモンジ
シマゲンゴロウ Hydaticus pacificus conspersus の越冬
個体は , 水深の浅い泥湿地の落葉下もしくは落葉下
の泥中（松本・礒崎 , 1988）や , 山間の小川が涸れ
てできた水溜まりに堆積した湿った落葉下（今井 , 
1988）において発見されている．コシマゲンゴロウ
の越冬個体は , ガマやイネ科植物が茂る湿地付近の
石の下（山崎 , 1993）や , 堀上脇に堆積した枯草の
下（相蘇ら , 2015）において発見されており , 本種
は水域から陸上に移動して越冬することが示唆され
ている . したがって , 適度な湿り気が保たれた植物
体の根際や泥などの堆積物の下に潜るという越冬様
式は , 本族の多くの種で共通している可能性がある．

本族を含め , 我が国に生息するゲンゴロウ類の越
冬場所に関する知見は不十分である．今後，断片
的な観察例であっても報告が行なわれ，より多く
の種において越冬場所が解明されることを望む．

末筆ながら，図 2 の写真を提供してくださった
髙橋玄氏，文献の情報を教えてくださった中島淳
氏，本稿の執筆に際しご助言をいただいた筑波大
学生命環境系・助教の横井智之氏と筑波大学保全
生態学研究室諸氏には , この場を借りて感謝申し上
げる．最後に，本稿を審査していただいた吉富博
之氏に厚く御礼申し上げる．
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【短報】岡山県におけるキボシチビコツブゲンゴロ
ウの記録

キ ボ シ チ ビ コ ツ ブ ゲ ン ゴ ロ ウ Neohydrocoptus 
bivittis (Motschulsky) は筆者が知る限りでは，茨城
県と千葉県，静岡県，愛知県，三重県，奈良県，
京都府，広島県，香川県，福岡県，長崎県，宮崎
県の 12 府県でしか記録されておらず，現存する生
息地もわずかにしか残されていない状況である（秋
田，2008；藤本・上手，2003；深川，2015；濱田
ほか，2008；池竹，2012；井上・中島，2009；小阪，
2004；森・北山，2002 など）．2017 年版環境省レッ
ドリストでは絶滅危惧 IB 類に指定されている．こ
の度，筆者は岡山県内で本種を採集したので，岡
山県初記録として報告する．

1 ex., 岡 山 県 倉
敷市種松山山系，
27-VIII-2017， 筆
者採集・保管（図
1）．

ジュンサイやヒ
シが繁茂する良好
な池のへりで，抽
水している単子葉
類ごと網ですくい
取り採集した．同
所的にコツブゲン
ゴロウやマメゲン
ゴロウなども得ら
れたほか，ジュン
サイ葉上にはガガ

ブタネクイハムシ，ジュンサイハムシも確認され，
岡山県南部の平野部にしては良好な環境が残ってい
ることがうかがえた．なお，6 月にも同所でガガブ
タネクイハムシを確認している．しかし，同所でウ
シガエルのオタマジャクシも確認しており，外来生
物による捕食圧や植生減少，水質悪化などの環境悪
化も懸念される．また，種松山地域は青野（1981）
によって包括的な甲虫類の調査がなされた結果が報
告されているが，ゲンゴロウ科はチビゲンゴロウと
コシマゲンゴロウの 2 種しか記録されておらず，特
に小型水生昆虫に関してはかなり調査の余地が残さ

図1．キボシチビコツブゲンゴロ
ウ．
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れていると考えられた．本種は全国でも数カ所しか
現存する生息地が知られておらず，また県内でも調
査の余地がかなり残されていることからも鑑みて，
今後の早急な調査と保全策が望まれる．

末筆ながら，本種を同定していただき，本報へ
の報告を勧めて下さった石川ふれあい昆虫館の渡
部晃平氏，本種の発見の契機となった貴重な池に
案内をしていただいた倉敷市の守安敦氏，引用文
献についてご教示下さった三重県の秋田勝己氏と
広島県の秋山美文氏，大塚健之氏，香川県の藤本
博文氏，長崎県の松尾照夫氏に厚くお礼申し上げ
る．
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【短報】外来種ムネアカオオクロテントウを京都府
で発見 

ムネアカオオクロテントウ Synona consanguinea
（Poorani et al., 2008）は，中国，台湾，ミャンマー，
タイ，ベトナム等のアジア地域に分布するテント
ウムシ科オオクロテントウ属に属する甲虫である

（Poorani et al.，2008）．インドにおいて本属のテ
ントウムシは，マメ科植物の主要な害虫であるマ
ルカメムシ類の天敵として知られている（Poorani 
et al., 2008）．国内では，2014 年に東京都で初確
認されて以降（中西ほか，2016），神奈川県，群
馬県，大阪府，奈良県で報告されるようになった

（中西ほか，2016；齋藤ほか，2016；伊藤・古山，
2017）．今回，京都府の木津川市において本種を採

集したので報告する．
2exs.， 京 都 府 木 津 川 市 市 坂 弓 田，30． Ⅸ．

2017．； 1ex.， 京 都 府 木 津 川 市 城 山 台，30． Ⅸ．
2017，池田採集・保管．

今回，ムネアカオオクロテントウが採集された地
点は，高架下や新興住宅地周辺のクズ群落内であり，
そこにはマルカメムシが大量に生息していた．筆者
は，木津川市で本種が採集される以前に，奈良市で
も採集していたことから，近接する両地域間の侵入
や移動は比較的容易であった可能性が示唆される．
異なる地域への侵入方法として，当然，自らの飛翔
による分散が考えられる．しかし，今回採集された
地点はすべて，工事現場付近や比較的交通量の多い
場所であった．そのことから，車両の移動や資材の
運搬等にともなう非意図的導入であった可能性が示
唆され，広域分散が危惧される．一方，わが国にお
けるムネアカオオクロテントウの分布は，現時点で
関東地方と近畿地方に限られている．詳細な侵入経
路や在来生態系への影響等を解明していくことで，
本種に対する効果的な防除手段の検討にもつながる．

末筆ながら，文献提供頂いた大阪市立自然史博物
館の初宿成彦氏と，投稿にあたり有益なご助言を
賜った近畿大学農学部の澤畠拓夫，早坂大亮の両博
士に厚くお礼申し上げる．

図1．木津川市の個体（左：背側；右：腹側）．

図2．採集地点のクズ群落（木津川市市坂弓田付近）．


